
国 語 科 学 習 指 導 案 
 

指導者 広島市立○○小学校 
Ｔ１ 教諭○○○○ Ｔ２教諭○○○○ 

 
１．日 時  平成２２年○月○日（○） 
２．学 年  ○○組 

（知的障害特別支援学級 ○年生１名，○年生１名，○年生１名 計３名 ）  
３．場 所  ○○組教室 
４．題材名  「 おしえてあげるよ 」 
５．題材設定の理由 
 ○ 本学級は○年１名，○年１名，○年１名，計３名で構成されているが，入学時から在籍している児童は○年生

だけで他の児童は昨年度（１名），今年度（１名）からの在籍である。障害種別としては，肢体不自由と視覚障害

と知的障害を併せ有する児童と知的障害のみの児童がおり，その実態差は大きく４月以降学校行事等が重なった

こともあって，個別指導が多い状況にある。しかし次第に友達を意識する事が増え，作業を手伝ったり一緒に遊

んだりするなど，関わりが持てる場面が増えてきた。 
   これまで国語科の学習においては，身近なことや体験したことを思い出し，丁寧な言葉と普通の言葉の違いや

事柄の順序を意識しながら話したり書いたりする活動を重ねてきた。しかし，教師の指示がないと思いつくまま

一方的に話したり，話すことが思いつかず黙ってしまったりする場面もまだ多く見られる。 

○ このような実態から，「おしえてあげるよ」という題材を設定した。本題材では，体験した事柄を友達や教師

に「教える」ということを通して，相手を意識したり自分から進んで話したりするきっかけを作ることができる

と考える。話したり書いたりする活動の内容としては「選ぶ，押す，刺す，焼く」など，作業が簡単で児童の興

味関心が高いスタンプ遊びや調理を設定する。それらの活動を話したり書いたりする直前に設定することで，活

動した内容が思い出しやすく，よりイメージを持ちながら話したり書いたりすることができる。また，体験を共

有化することで児童相互の関係が深まり，友だちの話をより興味を持って聞くことができるので，話し手も自分

の思いが聞き手に伝わる喜びを実感しやすい。 
○ 指導にあたっては，体験活動の中でそれぞれの児童に合った役割を設定し，やりたいという気持ちをより持た

せることで，どの児童も主体的に活躍できるようにしたい。また，食感や香り，音など五感をしっかりと使うよ

うな活動の内容を仕組み，五感を通して分かったことや感じたことを自分なりの言葉で表現できるようにしたい。

事柄を順序立てて話すための手立てとしては，活動する内容の手順カードや「誰が」「何を」「はじめに」「終

わりに」等のポイントになる言葉カード，一人ひとりの書く量や内容を調整したワークシート等を用意するとと

もに，支援の方法や指示のタイミングの工夫を臨機応変に行い，教師の指示ではなく児童自らが確認しながらで

きたという自信につなげたい。児童がそれぞれ発表する場面では，発表者に意識が集中するような言葉かけを行

うとともに，分かりやすかった点などを具体的に評価し，自分の思いが相手に伝わる喜びを感じさせたい。そし

て，一人ひとりの子どもが，自分の思いを受け止めてもらっているという気持ちを持ち，話し手の気持ちに寄り

添って，聞こうとする温かい関係を作っていきたい。 
６．題材の目標 
 ○ 体験したことについて，具体物や絵カードを使いながら教師と一緒に活動した大体の内容を話したり思いを伝 

えたりすることができる。 
○ 体験したことについて，言葉カードを使いながら活動した内容を順序だてて話したり書いたりすることができ 
る。 

○ 友だちの発表を，最後まで聞くことができる。 
 
７． 指導計画 
 第一次    楽しかったことを教えてあげよう … ３時間 
 第二次    作ったことを教えてあげよう   … ３時間 （本時 ３／３） 
 第三次    たくさん教えてあげよう     … ３時間 
 
 



 

８．本時の目標  
児 童 状  況（話す・聞く・読む・書く） 目  標 

Ａ児 
（○年） 

・ 脳性まひのため，肢体不自由と視覚障害がある。１０

cm程度はなれたところから左目で５cm角の範囲の絵や

ひらがなの判別が大体できる。文字を書くことは難しい。 
・ 語彙は少ないが伝えたいことがあると自分から話しか

けることができる。 
・ よく分からなかったり自信がなかったりすると，下を

向いて話さなくなることがあるが，簡単な内容であれば，

質問に対して答えることができる。 
・ 話の内容を十分理解することは難しいが，話し手の方

を見て最後まで聞こうとしている。 

○ 教師や友だちの方を向き，大きな声で話すこ

とができる。 
○ 体験したことについての質問に，具体物や絵

カード等を指さしたり，名称で答えたりするこ

とができる。 
○ 友だちの発表を，最後まで聞くことができ

る。 

Ｂ児 
（○年） 

・ 話したい事が沢山あり，よく人に話しかけている。サ

行・拗音の発音が難しく，早く話そうとして詰まったり

一方的に話したりすることが多いが，簡単な内容であれ

ば質問したことに対し考えながら答えることができる。 
・ 丁寧な言葉と普通の言葉との使い分けが難しく拗音な

どの書き誤りもあるが，自分なりの言葉で書こうとする

ことが増えてきた。 
・ 注意集中が難しいが，興味のある事柄については短時

間集中して聞くことができる。 

○ 丁寧な言葉を意識しながら話したり書いた

りすることができる。 
○ 言葉カードや手順カードを確認しながら内

容を順序立てて話したり書いたりすることが

できる。 
○ 友だちの発表を，最後まで聞くことができ

る。 

Ｃ児 
（○年） 

・ ○年生で学習する内容の文章を読むことができる。丁

寧な言葉と普通の言葉との使い分けが難しく文字のバラ

ンスも取りにくいが，思いつくままにすらすらと書くこ

とができる。 
・ 話を順序立てて話したり書いたりすることは難しいが，

こちらが「はじめに」「次に」などのヒントを出せば意識

することができる。 
・ 話を最後まで聞くことが難しく，思いついたことをす

ぐ話してしまう傾向があるが，はじめに聞く姿勢を示す

と意識して聞くことができるようになってきた。 

○ 丁寧な言葉を意識しながら話したり書いた

りすることができる。 
○ 言葉カードを自分で確認しながら内容を順

序立てて話したり書いたりすることができる。 
○ 友だちの発表を最後まで聞いたり，発表した

内容について質問したりすることができる。 

９．準備物 
 ・調理用具・マシュマロ・チョコレート・ホワイトボード・手順カード・言葉カード・ワークシート 
・教材提示装置 

 
１０．教室配置図  
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１１．本時の学習計画 

時間 学 習 活 動 
教師の支援（○）と評価 （☆） 

準備物 
全  体 Ａ児（○年） Ｂ児（○年） Ｃ児（○年） 

 

５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10分 

 

１．はじめのあいさつをす

る。 

・話し方のポイントを確認

する。 

・参観者へ自己紹介をす

る。 

 

 

 

２．今日の学習を知る。 

・作ったことを教えてあげ

ることを確認する。 

・メニューの紹介をする。 

 

 

３．焼きマシュマロを作

る。 

・絵カードで，メニューと

材料，用具の確認をす

る。 

・教師が作る様子を見る。 

・各自，絵カードを作り方

の順に並べ替える。 

・用具と手順の確認をす

る。 

・焼きマシュマロを作って

食べる。 

 

 

 

○気持ちを落ち着かせたり意欲につな

げやすくしたりするために，参観者

の人数や参観者が児童の学習してい

る姿を見ることを楽しみに来ている

ことなどを伝える。 

○発音や話す速さ，丁寧な言葉使いを 

意識しやすくするために，話す前に

ポイントを確認する。 

 

○伝えたいという意欲を高めるために

「教えてあげよう。」という目的を強

調する。 

 

 

 

○調理の手順をより意識しやすいよう

に，大きな動作で示したり，手順カ

ードで確認したりしながら進める。 

○楽しそうな表情をしたり，香りをか

いだりして，児童のやってみたいと

いう意欲を引き出す。 

○次の活動の意欲を引き出すために

「おいしいね。」「いい香りだね。」「ど

んなことを教えてあげようか。」な

ど，会話をしながら進める。 

○ 一人で絵カードを並べ替えること

ができるように，作り方の手順を提

示する。 

 

 

○緊張しているようであれ

ば無理をせず，教師が紹介

する。 

☆参観者の方を向いて，大き

な声で自己紹介ができた

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○用具や材料の名称をより

意識しやすいように，絵カ

ードや実物を指しながら

手順を確認する。 

 

☆「何を食べるのかな。」「次

は何をしようかな。」など

の簡単な質問に対し，絵カ

ード等を使って答えるこ

とができたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆簡単な調理の工程を覚え，

絵カードや工程表を自分

で並べることができたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆調理の工程を順序どおり

に完成させたり，自分なり

の感想を添えて話したり

することができたか。 

 

 

○ホワイトボ

ード 

 

 

 

 

 

 

 

○めあてカー

ド 

 

 

 

 

○絵カード 

○手順カード 

○調理用具 

○材料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○話し手の方に体の中心を向け，姿勢に気をつけながら話

すように促す。 

○Ｔ２はＴ１に意識が向くように，Ｔ１の方を指さしたり「次に何をするのかな。」「お

いしそうだね。」などの言葉をかけたりする。 

 

○自分の力でできたという達成感につなげるために，教師

が答えを教えるのではなく，自分の手順カードと教師の

手順カードを照らし合わせて確認するように促す。 

☆丁寧な言葉を使って自己紹介ができたか。 



 

４．話す内容をまとめる 

・話し方，書き方のポイン

トを言葉カードで確認

する。 

・ワークシートに記入す

る。 

・教師と一緒に内容を確認

する。 

 

 

 

 

 

 

５．発表する 

・発表するとき，聞くとき

のルールを確認する。 

① 声の大きさ 

② 丁寧な言葉 

③ 話す速さ 

④ 話す姿勢や向き 

⑤ 聞く姿勢 等 

 

 

６．良かったところを評価

し合う。 

 

 

７．終わりのあいさつをす

る。 

・号令に合わせて，姿勢を

整える 

 

○書く手順が分かりやすいように，「い

つ」「どこで」「はじめに」「次に」な

どの言葉カードを提示する。 

○自信を持って発表できるように，教

師と一緒に発表する内容を確認した

り，練習をしたりして良かった点を

具体的に評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

○発表する姿勢や聞く態度を意識しや

すいように，事前にポイントを確認し

ておく。 

○達成感や充実感を持たせやすくする

ために，発表した内容について良か

った点を具体的に評価する。 

 

 

 

 

○充実感や達成感を持たせやすくする

ために，自分ががんばったところや

友だちの良かったところを話すよう

に促し，具体的に評価する。 

 

○手順を思い出しやすいよ

うに，絵カードや具体物で

確認しながら会話を進め，

発表する事柄は，Ａ児との

会話の中から，印象に残っ

ていて答えやすい内容を

選ぶ。 

 

☆簡単な質問に，具体物や絵

カード等を指さしたり，名

称で答えたりすることが

できたか。 

 

 

☆教師や友だちの方を向き，

大きな声で発表すること

ができたか。 

☆友だちの方を見て，発表を

最後まで聞くことができ

たか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆言葉カードや手順カード

を確認しながら内容を順序

立てて話したり書いたりす

ることができたか。 

 

 

 

 

 

☆友だちの方を見て，発表を

最後まで聞くことができ

たか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆言葉カードを自分で確認

しながら内容を順序立てて

話したり書いたりすること

ができたか。 

 

 

 

 

 

☆友だちの発表を最後まで

聞いたり，発表した内容につ

いて質問したりすることが

できたか。 

 

 

 

 

 

○ワークシー

ト 

○言葉カード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○表記の間違いに自分から気付くことができるように，出来

た時点で読み直しをしたり，「どこかおかしいところがあり

ませんでしたか。」などの言葉かけをしたりする。 

☆丁寧な言葉を意識しながら発表したり，質問に答えたり質

問をしたりすることができたか。 

 

○自分の力でできたという達成感につなげるために，教師

が答えを教えるのではなく，自分で気付くように「分から

ないときにはどうしたらいいかな。」と問いかけたり，言

葉カードやワークシートのキーワードを指さしたりする。 

 ☆丁寧な言葉を意識しながら書くことができたか。 

 

 




